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研究成果の概要： 

 本研究では、日本語を母語とする子ども、英語を第二言語とする日本語母語話者、日英語の

バイリンガル話者から、独自に開発したタスクを用いて、言語データを収集し、各言語話者の

もつ文法（語形態、統語、語用、それらのインターフェイス・レベル）における言語間作用に

ついて分析した。その結果、第二言語学習者は母語の影響により非文法的な文を産出すること

が確認されたが、子どもやおとなのバイリンガル話者からは非文は産出されず、統語と語用の

インターフェイス・レベルでの言語間作用が確認された。 
 
交付額 

                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

2006 年度 1,200,000 0 1,200,000 

2007 年度 700,000 210,000 910,000 

2008 年度 700,000 210,000 910,000 

年度  

年度  

総 計 2,600,000 420,000 3,020,000 

 

研究分野： 第二言語習得 

科研費の分科・細目：言語学・外国語教育 

キーワード：バイリンガル，動詞，項構造，日本語，普遍文法，第二言語習得，英語，インタ

ーフェイス 
 

１．研究開始当初の背景 

 研究の全体構想は、第二言語習得過程に及

ぼす第一言語の影響と文法構造の習得を規

定する言語の普遍的な資質および個別的な

資質を明らかにすることを目的とした。その

第一段階として、研究開始時までに自然的環

境における言語習得（英語母語児３名の日本

語習得過程、日本語母語児２名の英語習得過

程、バイリンガル児１名の日英語の言語習得

過程）について、主に縦断発話データに基づ

き検討した。本研究では、それまでの研究成

果の妥当性を検証するため、また新たな領域

の文法構造の習得について検討するため、対

象者の数を増やし、より広い年齢層の第二言

語学習者とバイリンガル児を対象に、縦断・

横断データを収集することにした。
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２．研究の目的 

 第二言およびバイリンガル習得過程に及

ぼす第一言語の影響や言語間の相互作用、文

法構造の習得を規定する言語の普遍的およ

び個別的な資質を明らかにするために、以下

の実証的研究を行った。 

(1) 幅広い年齢層（幼児～大学生）の第二言

語学習者とバイリンガル児を対象に、実験的

手法により横断データを収集した。 

(2) 先行研究で蓄積した自然発話データの

限界を補うため誘引産出テスト等の実験を

行った。 

(3) 上記のデータを多角的に分析すること

により、第一言語の影響、第二言語習得と二

言語併用習得過程や母語習得過程との類似

点・相違点について明らかにした。 

 

３．研究の方法 

(1) 日英語の文法発達を検討するために､日

本語母語児を対象にパソコン上で動画を用

いた文産出テスト(コミュニケーション・タ

スク＜RCT＞と物語再現法)を行い、特に動詞

や主語•目的語など項の出現形式について分

析した。産出データは CHILDES (MacWhinney, 

2000, Oshima-Takane, MacWhinney, Sirai, 

Miyata, & Naka, 1998)のフォーマットで順

次文字起こしを行い、データファイルを作成

した。尚、日本語とフランス（仏）語のバイ

リンガル児を対象に同様の調査が行われた

（カナダ、マギル大学、大嶋百合子氏）。同

一の手法により得られた日仏語のバイリン

ガル児のデータを本研究の日本語モノリン

ガル児のデータと比較対照した。 

(2) 日本語を母語とする大学生の英語と日

英語バイリンガル話者の日本語ならびに英

語について、物語再現法を用いて実験を行い、

発話データを収集した。CHILDES のフォーマ

ットで文字起こしを行い、データファイル化

した。その後、特に項の出現ならびに複合動

詞の使用について両データを比較し分析し

た（調査実施人数と文字起こしが完了したデ

ータフィアル数を以下４(1)の各表に示す）。 

 

４．研究成果 

(1) 調査実施人数およびデータファイル数 

mJ children（2007 年 3 月～2008 年 3月実施） 

タスク 実施人数 
文字起こし
完了数 

物語再現法 
（日本語） 

23 名 13 

RCT 
（日本語） 

23 名 19 

＊日本語モノリンガル児 

 

bEJ adults（2008 年 3 月～2008 年 6月実施） 

タスク 実施人数 
文字起こし
完了数 

物語再現法 
（日本語） 

11 名 11 

物語再現法 
（英語） 

10 名 9 

＊日英語バイリンガル話者 

 

L1J (L2E) adults（2009 年 2 月実施） 

タスク 実施人数 
文字起こし
完了数 

物語再現法 
（日本語） 

17 名 10 

物語再現法 
（英語） 

17 名 16 

＊日本語を母語とする英語学習者 

 

(2) 項の出現について 

 バイリンガル話者は、言語発達過程の初期

段階から語彙や統語構造など二言語が独立

して発達するという見解が主流であるが

（Genesee & Nicoladis 2006）、最近の研究

では、二言語間の相互作用があり、特に統語

と語用のインターフェイス・レベルにおいて

問題が生じるという報告がある（Hulk and 

Müller, 2000, Serratrice, Sorace and Paoli, 

2004）。先行研究では言語獲得初期にある子

ども（０歳～３歳）を対象にしているが、本

研究では新たな年齢層として４～５歳児を



 

 

対象（日仏語バイリンガル児と日本語モノリ

ンガル児）に、語彙テストならびにコミュニ

ケーション・タスクを個別に実施した。 

 語彙テストの結果によれば、バイリンガル

児は各言語におけるモノリンガル児よりも

語彙獲得レベルが低いが、コミュニケーショ

ン・タスクの発話データを基に算出した平均

発話長については、モノリンガル児と有為な

差はなく、両グループの子どもの言語発達度

はほぼ同等と判断できる。 

 発話データは CHAT/JCHAT 方式で文字起こ

しした後、主語と目的語の出現の形式（固有

名詞・指示名詞・代名詞・空代名詞）を基に、

コーディングを行い分析した。日本語におい

ては、主語や目的語の省略が許されるが、仏

語においては許されず、主語や目的語の欠落

した文は非文となる。バイリンガル児は日仏

語の統語的な制約に従い、仏語において主語

や目的語を省略することはほとんど無かっ

た。つまり、非文法的な文は産出しなかった。

しかし、モノリンガル児にくらべ、日本語で

は代名詞を使う頻度が高く、また仏語のモノ

リンガル児にくらべ、仏語では代名詞を使う

頻度が少なかった。これらは、二言語間の相

互作用と考えられる。すなわち、二言語間の

相互作用は統語レベルでは起こらないが、語

用レベルにおいて生じたと言える。 

 日仏語のように言語類型的に異なる二言

語の獲得を調べた研究は非常に数が少ない

ため、本研究成果により言語発達研究へ新た

な知見を提供することができた。 

 

(3) バイリンガル話者による複合動詞の使

用について 

 成人の日英語のバイリンガル話者および

日本語話者を対象に、物語再現法を用いて調

査を行った。各被験者には個別に３つの短い

アニメがパソコン上で提示され、１つのアニ

メの視聴が終わるごとに、アニメを見たこと

のない実験者に対し、アニメの物語を説明す

るように指示された。発話データは CHILDES

フォーマットに文字起こしした後、その発話

に現れた複合動詞の使用について分析した。 

 複合動詞は、形態と統語のインターフェイ

ス・レベルの問題と考えられるが、形態と統

語レベルでの二言語間作用については、未だ

研究されていない。本研究では、影山（1993）

に基づき、「動詞＋動詞」から成る複合動詞

をその動詞のタイプにより、以下のように分

類した。 

①他動詞＋他動詞（例：取り出す） 

②他動詞＋非能格（例：探し回る） 

③非能格＋他動詞（例：出直す） 

④非能格＋非能格（例：駆け下りる） 

⑤非対格＋非対格（例：転がり落ちる） 

 非対格性の仮説に基づき、自動詞を非能格

と非対格に二分した場合、非対格自動詞は同

じタイプの非対格自動詞との結びつきしか

許されず、「非対格＋非能格」や「非対格＋

他動詞」のような組み合わせは非文法的であ

るとされる。 

 日英語バイリンガル話者１０名および日

本語モノリンガル話者１０名の発話データ

を分析したところ、両グループに同様の複合

動詞の産出パターンが観察された。すなわち、

使用頻度の最も高い複合動詞は「他動詞＋他

動詞」であり、次に「非能格＋非能格」、「非

能格＋他動詞」、「他動詞＋非能格」の順であ

った。使用頻度の最も少ない複合動詞タイプ

は「非対格＋非対格」であった。非文法的な

複合動詞はモノリンガル話者には観察され

なかったが、バイリンガル話者には１回観察

された。 

 本研究の結果により、複合動詞の生成にお

いても、バイリンガル話者は日本語の制約に

従っていると結論づけられる。また、二言語



 

 

間作用と考えられる複合動詞として「～始め

る」が挙げられる。英語には日本語のような

複合動詞は存在せず、「start running」のよ

うに一方の動詞が分詞形を伴う。「こぎ始め

る」、「探し始める」、「追い始める」等の複合

動詞の産出がバイリンガル話者には多く観

察されたが、これらは英語の影響が大きいと

考えられる。 

 

(4) 第二言語学習者の形態素の使用につい

て 

 第二言語（L2）学習者に見られる誤りとし

て、屈折形態素の脱落（過去形の-ed，複数

形の-s など）や形態素の産出に一貫性がなく

変異性があることが指摘されている。この観

察は形態／統語のインターフェイスの問題

として取り上げられ、L2 学習者のもつ文法に

おける時制（Tense）や一致（Agreement）な

どの機能範疇の欠如に起因させる見解から

(e.g., Eubank et al., 1993/1994, Beck, 

1998)、中間言語における機能範疇の存在を

認めながらも、文法的素性と表出されるべき

形態素とのマッピングに問題があるとする

見 解 （ e.g., Prevost and White, 2000, 

Lardiere, 1998a, b）に大別される。特に後

者の中でも最近、L1 における語彙項目の素性

を解体し、L2の語彙項目を再構築する際に問

題が生じるとする提案がなされている

（Lardiere, 2005, 遊佐, 2008）。 

 形態素の脱落が注目される一方で、Ionin 

and Wexler (2002) は①に挙げるような

‘be’の過剰生成を指摘している。 

① They are help people. 

Ionin and Wexler は The Missing Surface 

Inflexion Hypothesis (Prevost and White, 

2000)を支持するとともに、‘be’の過剰生

成は、第二言語学習者が Tense という機能範

疇を有することを示すと主張している。 

 英語の‘be’(auxiliary & copula ‘be’)

は統語レベルで動詞移動を伴い動詞句外の

Tense へ移動すると分析されるが、一般動詞

は Tenseのもつ動詞の素性が弱いため動詞移

動を伴わずそのまま動詞句内にとどまると

分析されている（e.g., Pollock 1989）。Ionin 

and Wexler は、この統語レベルでの動詞移動

に付随する‘be’と本動詞の違いが、英語の

第二言語学習者に①のような誤りを生成さ

せると主張する。すなわち、学習者の文法に

は機能範疇である Tense が存在するが、学習

過程の初期では形態的な一致を動詞移動と

結びつけるため、一般動詞を伴う文を産出す

る際にも誤って Tense へ‘be’を挿入する。 

 本研究では、日本語母語話者の英語学習者

のうち７名（大学生）の物語再現法による発

話データを基に、形態素の脱落と‘be’の過

剰生成について分析した。その結果、‘be’

の過剰生成は１名にのみ頻繁に観察される

一方、形態素の脱落は頻度が高く、全員の発

話データで観察された。特に、過去形の-ed，

複数形の-s，３人称単数現在の-s については、

形態素の産出が必要なコンテキストにおい

て非常に高い頻度（ある学習者は 50％以上）

で観察された。被験者は全員英語を専攻する

大学３年生であったため、それらの形態素の

意味や必要性については言語知識として持

ち合わせていたと考えられる。従って、先行

研究で指摘されているように、本研究の L2

学習者も文法的素性と表出されるべき形態

とのマッピングに問題があると結論づけら

れる。本研究は発話データの分析を基盤にし

たため、今後は文法性判断テスト等を用いて

学習者のもつ言語知識を探ることが必要で

ある。 
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